第２期前橋市教育振興基本計画策定に係るパブリックコメントの実施結果
について
１　意見募集期間
　　平成２９年１１月２２日（水）から１２月２１日（木）まで
２　意見提出者

　　３名、３件

３　意見及び市教育委員会の考え方

　　前橋市パブリックコメント手続実施要綱に基づき、いただいたご意見に対する市の考え方を公表します。
	意見等の概要
	意見に対する市教育委員会の考え方

	①子供を取り巻く社会の変化により、子供たちに関わる機関や役割のある地域住民（遊び場指導員、交通指導員、寺子屋サポーター等）との協力も今まで以上に必要になってきている。「生きる力」を育むためにこれまでも「子供をお客様にしない」とその意義を唱えてきたが、地域育成会の状況は「育成会離れ」も不安視されるところである。

　子供だけでなく保護者に郷土に愛着を持ち、地域の一員であることの大切さに気付いてもらいたい。計画には「様々な地域活動を通じて社会性を育みます。」とあり、是非生き生きとした地域活動を身近で子供たちに感じ取ってもらえたらと願っている。
	①社会情勢の変化に伴い、これまで以上に社会全体で子供の成長を支えていく必要があります。

　行政、家庭、地域住民の方など、皆が自分ごととしてとらえて、連携・協力し教育の充実を図っていくことが大切だと考えています。

	②「地域づくりは人づくり」と言われるように、この基本計画でも各分野が「未来へつながる人づくり」を重点にし、何を目指すのかを分りやすくイメージしている点がとても良いことだと感じた。

　学校教育から社会教育へと学びをつなげ、個人が学んだ知識や技術を地域に還元することで、地域づくりが活性化するような取り組みに是非力を注いでいただきたい。
	②各分野のステージ４「未来へ」に記載されたとおり、未来へ繋がる前橋の教育を進めていきます。

	③地域活動において、親も子供も忙しいため、参加者が減少してきており、子供の健全育成のみならず、親育ちの機会も失っている。こうした中、義務教育期間の学校の役割は大である。教員だけではなく、臨時的任用職員も含め、チーム学校としての体制がとれると良い。

　また、地域を誇りに思える青少年の育成のため、世代を超えて共有できる「上毛かるた」を学校の郷土学習等で取り上げていただきたい。
	③学校のすべての教職員に加え、行政や関係機関が協力・連携し「チーム学校」として、目指すべき人間像に向かって取り組んでいきます。

また、「上毛かるた」も含め、様々な教材を使いながら郷土学習を進めていきます。


